
原発輸出反対！
５月３日、安倍首相はトルコのエルドアン首相と会談し、日本の原

発輸出を可能にする原子力協定を締結することを合意したと、各マス

コミが報道しました。原発（原子炉４基、建設費２兆円）は黒海沿岸

に建設することが予定され、建設に三菱重工業が絡んでいます。

福島第一原発事故から２年が経過し、未だに収束作業には手をこま

ねいているのが現状です。汚染水は溜まる一方でタンクからの汚染水

漏れは後を絶ちません。冷却用の電源喪失事故もネズミとやらでたび

たび発生させています。事故の収束に当たっている作業員の多くは、

既に年間被爆線量限度に近づき、作業員が大量に不足しているとも言

われています。日本政府がやることは、原発輸出より国内の収束作業

や被害者への補償なのです。「舌の根も乾かぬうちに」とは、まさに

このことを指すのでしょう。

ところでトルコは日本と同

様、地震大国と言われ、これ

まで多くの犠牲者を出す大地

震が発生しています。つま

り、福島第一原発事故と同じ

事故を繰り返すリスクが非常

に高いといえます。テレビの

インタビューでも、多くのト

ルコ国民は原発建設反対の意

見を主張しています。トルコ

で第２のフクシマとなれば、

誰が責任を取るのでしょう

か？誰が保証金を払うのでし

ょうか？

ＪＲ東海労は、全ての原発

再稼働はもちろん、輸出にも

反対です。国内外の反原発・

脱原発の人たちと共に闘っていきます。

ＪＲ東海労ニュース
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